
2025年3⽉10⽇（⽉）15:00〜17:30
親鸞仏教センター3階講堂（〒113-0034 東京都⽂京区湯島2-19-11）

ハイブリッド開催（Zoomウェビナー）

飯嶋秀治先生（九州大学・教授）
【関連論文】
「石牟礼道子」『自前の思想－時代と社会に応答するフィールドワーク－』（2020）
「癒しの力としての宗教・水俣」『近代日本宗教史第六巻 模索する現代』（2021）

鶴留正智（大谷大学真宗総合研究所東京分室・PD研究員）

2024年度
大谷大学真宗総合研究所東京分室 公開研究会

主催 ：⼤⾕⼤学真宗総合研究所東京分室（〒113-0034 東京都⽂京区湯島2-19-11）
問合せ：kenkyusyo_t@sec.otani.ac.jp

講師

司会

参加
無料

事前申込制 3⽉7⽇（⾦）正午締切
参加申込▶https://forms.gle/2AfcDQgd61vWFZFE6
 ※対⾯参加は先着順（20名程度）
ご希望に添えない場合は追ってご連絡いたします

アクセス▶東京メトロ丸ノ内線「本郷三丁⽬」駅より徒歩8分
都営地下鉄⼤江⼾線「本郷三丁⽬」駅より徒歩6分
東京メトロ千代⽥線「湯島」駅より徒歩7分

☝参加申込

⽔俣病事件を告発したことで知られる⽯牟礼道⼦。
⽯牟礼は⽔俣病事件をいかに⾒て、語り、⾏動したのか。


